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       南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　5月　20日　（土）

司会者　濱谷　香桜理　　　　　　記録者　鈴木　幸雄　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・黒沢　重子様～緑内障の為のレスキュラ点眼薬一本継続処方となっています。副作用として考えられる、目の充血・眼脂に注意し観察を行っていきましょう。

・吉田　寿雄様～ノボリンＮフレックスペン一本継続処方となっています。

・Ａユニット金魚管理について～えさやり表を作成しています。患者様に声掛け行なって頂きましょう。えさの与えすぎに注意し、患者様がえさを与える際はスタッフが付き添い、表への記入も行なって下さい。金魚鉢の清掃は諏訪作業療法士に確認し、様子を見ながら行なっていきましょう。

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討（Ａユニット）＞

・黒沢　重子様～準夜帯17時～20時の間、動悸や顔の火照りを訴えられています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

娘様が海外へ行っている事や、今後の生活について、精神的な不安があるとも考えられます。話しを聞くことで少し気が落ち着くと本人話されており、準夜勤務者は話しかけを多く持ち、少しでも不安が和らぐ様に関わりましょう。

＜ケア検討（食事）＞

・食事前の手洗いが不十分です。患者様への声掛けや、自分で行えない患者様へはおしぼりでの手洗いを徹底していきましょう。

＜注目患者様＞

・鳥谷部　國光様～左尖足（腓骨神麻痺）が見られています。入床時に介助者は、関節運動を行いましょう。関節運動方法は諏訪作業療法士と相談し決定、ケアプランに取り入れていきます。

　　　　　腓骨神麻痺：腓骨神経の圧迫や過度の伸展によって起こる。

対　　　応：臥床時、足底板を使用し、足関節の90°を保持させる。

　　腓骨神経の過伸展・圧迫を防ぐ。

　　　　　　　　　　　足関節の他動運動を行い拘縮の予防をする。

　　　　　　　　　　　足を組む時、尖足側を下にし床に着かせる。　　


足底板

　　　　　　　　　90°



　　　　　　　　　　　　　空間は柔らかいスポンジ等を入れやや屈曲位を保つ。

